










































































参考資料 ３ 

平成２３年度三重県地方産業教育審議会（概要報告） 

 

１ 実施日時  

平成２４年１月３１日（火）１４：００から１６：３０まで 

 

２ 場所 

 県立四日市農芸高等学校 会議室 

 

３ 審議会の概要 

(1) 県立四日市農芸高校の生徒によるプロジェクト発表 

「マコモ普及プロジェクト～地域交流と商品開発」 

「地域資源を活かした鶏卵のブランド化を目指して」 

(2) 「職業教育の改善・充実のための推進計画」に基づく取組状況、各学科における現状

と課題、平成２４年度職業教育に関する事業についての報告 

(3) 職業教育の改善・充実に係る協議 

 

４ 委員からの主な意見等 

(1) 職業教育について 

・ 専門教育は入社後に企業が長い年月をかけて行う。高校では入学後３年間で専門教

育の基礎・基本をしっかり取り組んでいただきたい。専門高校の重要性を強く感じて

いる。（佐久間委員） 

 

・ 学校と地域とが連携した商品開発など、専門高校による地域への貢献活動が進んで 

いることを心強く感じている。（廣田委員） 

 

・ ２４年度新規事業の「若き「匠」育成プロジェクト」は良い事業だと思う。ただし、

３年間で匠というのはなかなか難しい。「匠」のベースとなる教育を行ってもらいたい。  

そのために必要なものは基本的なあいさつや、コミュニケーション能力の育成だと思

う。本日の農業高校生による成果発表のような取組を進めるべきである。（松林委員） 

 

・ 農業はその取組がすぐに社会貢献につながる。いかにＰＲし、社会に受け入れられ

るかが重要である。（村田委員） 

 

・ 日本ではマニュアル化が進み、ものづくりに対する技術力が弱くなっている。どの

分野でもすべての生徒を完璧に育成するのは難しい。工業高校の受け入れ人数を増や

して、成績優秀で且つ専門性を極めたい高校生が学べる場所を増やす必要がある。工

業高校から大学の工学部にもっと入学してもいいのではないか。（中川委員） 

 

・ 日本のものづくりは衰退している。他国の教育に抜かれているのではないか。  

（佐久間） 

・ 入試倍率が２倍を越える専門高校もある。特色ある取組や技術力、地域との連携など、

中学生や保護者に魅力ある教育内容の情報発信をさらに進めるべきである。専門高校は

学校内の学習だけでなく、地域連携、企業連携が必要である。（内田委員） 

 

(2) キャリア教育について 

・ キャリア教育の推進、機会の拡充に予算をお願いしたい。もっと多くの生徒をインタ

ーンシップに参加させてほしい。（内田委員） 



・ 企業セミナー等の就職情報交換会には高１、高２の時期から参加をすればいい。少し

でも早く、企業など社会の組織と触れ合える機会があるといいと思う。セミナー参加の

ための旅費等の充実をお願いしたい。また、アルバイトも非常に勉強になるので、ぜひ

経験できるようにしてほしい。（中川委員） 

 

・ 商業高校については、ミスマッチも生まれており、やむを得ず希望外のところに就職

はしたが、その後やめてしまう生徒もおり、それが定着率を下げるという悪循環が生ま

れている。社会に出てつまずいた生徒がやり直せる力をつけるための教育をお願いした

い。生徒の進路相談を行う就職支援相談員等にも、その指導をお願いしたい。 

（松林委員） 

 

・ 就職後、離職した人の中には起業した人も多くいる。離職率にこだわらず、就職後の

ことまで伝え、生き方を考える教育をしていくことが必要である。高校生には、生き方

や適性を把握するため、アルバイトやインターンシップを体験していくことが必要であ

る。（村木委員） 

 

(3) その他 

・ あいさつや、人前で話ができることはもちろん、情操教育や、夢を持てる生徒の育成

に努めてほしい。（佐久間委員） 

 

・ 自分の学校の校歌を歌えない生徒がいるが、自分の学校の校歌を歌えるような教育も

基礎・基本の教育である。（佐久間委員） 

三重県地方産業教育審議会委員名簿 

1 内 田 純 子 三重県高等学校長協会役員（三重県立川越高等学校長） 

2 佐久間 裕 之 株式会社スエヒロＥＰＭ代表取締役 

3 中 川 雅 弘 株式会社中川製作所代表取締役 

4 廣 田 恵 子 三重県生活・文化部 勤労・生活分野総括室長 

5 松 林   弘 三重県労働者福祉協議会事務局長 

6 村 木 敏 雄 株式会社グリーンズ代表取締役 

7 村 田 典 子 角仙合同株式会社代表取締役社長 

欠席 池 村   均 三重県農業協同組合中央会専務理事 

欠席 吉 本 敏 子 三重大学教育学部教授 

欠席 若 林 たけ子 三重県立看護大学教授 

 

 


